
法

律

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
十
九
号

総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

次
に
掲
げ
る
被
害
者
等
で
あ
っ
て
、
当
該
被
害
に
係
る
刑
事
手
続
へ
の
適
切
な
関
与
又
は
損
害
若
し
く
は
苦
痛

の
回
復
若
し
く
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
訴
訟
そ
の
他
の
手
続
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
の
支
払
に
よ
り
そ

の
生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
援
助
す
る
た
め
、
当
該
被
害
に
係

る
刑
事
手
続
へ
の
適
切
な
関
与
又
は
損
害
若
し
く
は
苦
痛
の
回
復
若
し
く
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
法
律
相

談
を
実
施
す
る
こ
と
並
び
に
契
約
弁
護
士
等
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
法
律
事
務
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
事
務
を
取
り

扱
わ
せ
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
罪
又
は
そ
の
未
遂
罪
の
被
害
者
等

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
人
を
死
亡
さ
せ
た
罪

刑
法
第
百
七
十
六
条
、
第
百
七
十
七
条
若
し
く
は
第
百
七
十
九
条
の
罪
又
は
そ
の
犯
罪
行
為
に
こ
れ
ら
の

罪
の
犯
罪
行
為
を
含
む
罪
（

に
掲
げ
る
罪
を
除
く
。）

ロ

人
の
生
命
又
は
心
身
に
被
害
を
及
ぼ
す
罪
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
イ
に
規
定
す
る
罪
を
除
く
。）の
犯

罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
被
害
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
犯
罪
行
為
の
被
害
者
等

第
三
十
一
条
中
「
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」
を
「
及
び
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
六
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
九
号
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第

九
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

四

第
三
十
条
第
一
項
第
九
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
施
に
係
る
援
助

の
申
込
み
及
び
そ
の
審
査
の
方
法
に
関
す
る
事
項
並
び
に
当
該
援
助
を
受
け
た
者
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

第
四
十
三
条
第
一
号
並
び
に
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
総
合
法
律
支
援
法
第
三
十
条
第
一
項
（
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
四
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
二
十
号

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
義
）

第
一
条
の
二

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
と
は
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
発
行
す
る
株
式
の
総
数
を
保
有
し
、
こ
れ
ら
の
株
式
会
社
に
よ
る
適
切
か
つ
安
定

的
な
電
気
通
信
役
務
の
提
供
の
確
保
を
図
る
こ
と
並
び
に
電
気
通
信
の
基
盤
と
な
る
電
気
通
信
技
術
に
関
す
る
研
究

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
及
び
義
務
を
承
継
し
た

も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
と
は
、
次
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
都
道
県
の
同
号

に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
地
域
電
気
通
信
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
九
十
八
号
。
次
項
に
お
い
て
「
平
成
九
年
改
正

法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
引
き
継
が
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
業
務
を
承
継
し
た
も
の
を

い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
と
は
、
次
条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
府
県
の
同
号
に

規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
地
域
電
気
通
信
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
平
成
九
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
引
き
継
が
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
業
務
を
承
継
し
た
も
の
を
い
う
。

（
旧
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
）

４

旧
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
第
五
条
の
表
第
三
十
四
条
第
二
項

第
六
号
の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

（
特
定
不
法
行
為
等
に
係
る
被
害
者
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
救
済
に
資
す
る
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

の
特
例
並
び
に
宗
教
法
人
に
よ
る
財
産
の
処
分
及
び
管
理
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

５

特
定
不
法
行
為
等
に
係
る
被
害
者
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
救
済
に
資
す
る
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

の
特
例
並
び
に
宗
教
法
人
に
よ
る
財
産
の
処
分
及
び
管
理
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
表
第
三
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号

の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄




		2024-04-23T14:46:47+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



